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１

２ 架け橋期のカリキュラムの開発・改善に
向けた体制づくりと作成プロセス

取組に係る成果と今後に向けて

３ 持続可能な取組とするための工夫

本日の報告内容

４

広島県教育委員会の取組概要
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【目指す姿】 「遊び 学び 育つひろしまっ子！」の実現

１ 「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プラン（第２期）

Ⅰ 子供の育ちのつながり

施策３ 小学校以降の教育との
円滑な接続の推進

①学びの連続性を確保する教育
課程の充実

②幼保小連携・接続の推進に
係る仕組みづくり

「遊び学び育つひろしまっ子！」
推進プラン（第2期）

～広島県の全ての乳幼児の健やかな成長のために～

和 4年 3月

広島累

広 島県教育委員壼•



１ 令和６年度の広島県架け橋プログラムの取組内容

１ 「育ちと学びをつなぐ」幼保小連携・接続の充実事業
（幼保小架け橋プログラム事業再委託）

２ 幼児教育長期派遣研修

３ 小学校初任者研修 「園・所における保育体験」

４ ミドルリーダーのための園・所から学ぶ「遊びは学び」研修

５ 各種研修
・小学校の幼保小連携担当教員対象の悉皆研修
・幼保小合同研修（教育センター専門研修講座）等



○ 市町の教育委員会と保育所管課が連携して本事業に取り組む４市町
を指定し、事業の一部を再委託する。

○ 架け橋期のカリキュラム開発会議を設置し、年２回、開催する。

広島県教育委員会の推進体制（令和6年度）

R6指定市町幼保小連携推進協議会（４市町）
＜指定市町幼保小連携協議会メンバー＞

教育委員会、保育所管課、幼稚園、保育所、認定こども園、小学校等

架け橋期のカリキュラム開発会議

・乳幼児教育支援センター
アドバイザリーボード
・「遊び 学び 育つひろし
まっ子！」推進検討会議

県

乳幼児教育

支援センター

関係課

・義務教育指導課

・個別最適な学び担当

・安心保育推進課

・学事課

・各教育事務所・支所

連携・協力意見・助言

その他の市町
（４市町以外）

・好事例、成果物等を、幼保
小連携・接続の充実に向け
た講演や指定４市町の好事
例を共有する研修会等を通
じて全県に共有

普及

２ 「育ちと学びをつなぐ」幼保小連携・接続の充実事業

協議への参加



① 定期的な協議会の開催

② 幼保小合同研修会の開催

③ 教育・保育内容の相互参観等の実施

④ 小学校における一人一人の子供の育ちや

学びをつなぐ取組の推進・支援

【小学校における具体的な取組内容】

○園・所から送付される指導要録等の活用

○小学校教員等による園・所への複数回訪問

⑤ 架け橋期のカリキュラムの実施・改善

⑥ 地域の実情に応じた取組

【取組内容】

①定期的な協議会の開催

③保育内容の参観

２ 「育ちと学びをつなぐ」幼保小連携・接続の充実事業



令和４年度 ７市町指定
令和５年度 ６市町指定
令和６年度 ４市町指定
※これまでに延べ15市町を指定

市町
教育委員会

市町
保育主管課

県内全域で
幼保小連携・接続の取組の推進

広島県HPより

２ 「育ちと学びをつなぐ」幼保小連携・接続の充実事業
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理念
目指す
子供像

実践
教育活動

記述
カリキュ
ラム

広島大学 名誉教授
朝倉 淳 先生

広島県架け橋期のカリ
キュラム開発会議委員

○理念と記述と実践の往還

２ 架け橋期のカリキュラム作成プロセスにおいて大切にしていること
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幼保小の先生が

対話を通して
一緒につくる

期待する子供像、育みたい資質・能力

「架け橋期 」の教育 ・保育の実践

どのように資質・
能力が育まれたか

を振り返る

架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

○「子供の姿」を基にした対話

２ 架け橋期のカリキュラム作成プロセスにおいて大切にしていること

幼保小の先生が

対話を通して
一緒につくる



開催日：令和６年10月９日（水）

参加対象：指定４市の幼保小連携推進協議会メンバー、各市町担当者

内容：①指定４市の架け橋期のカリキュラム改善の取組報告

②広島大学 朝倉 淳 名誉教授 講話

③架け橋期のカリキュラム改善に向けてポイント協議

意図的に架け橋期としてつながりが
見えないカリキュラムを作成し、つな
がっていない部分はどこか、指導助言
のポイントは何かを検討することで、
改善の視点を共通認識した。

２ 県主催 架け橋期のカリキュラム開発会議

演習シート②
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鉛箪の使いガや姿勢噂、学習の約東を守る ・先生や友連の話を最後哀で言って聞く ・先生やK連の店を体の動合を止めて聞く
先生や友連の話を体を向けて最後よで闊< IIー文字等を通して斬しい知識を褐たり 、反遭とのやり II-身砂ことを喪サか］の量を増やし．誌や
文字や数字、言槃1こ幌しみ，紐んだり書いたりする とりの中に懐々な考えがあることに気ttいたりする 文軍の中で使い、巧句を豊かにする

先生や友連の知らせたいことや自分が聞きたいこと ・友連の話を闘いて質間したり感想を伝えたりする ・友連の話を聞いて相手の意Jlにつなげて

を霧とさないように注意して聞く 11:ものを種頑ごとに分類贅哩したり、簡単な絵や図を II充言する
伝えたいことを簡嵐な給や言菓で表現する 用いて表覆する ・問題の鱗決方法を賞え．説明する

言われたこ とを鎌がらずにやろうとする II 自分の役割を最後まで果たそうとする • 他者のために●分の力を亮輝しようとする
人前でn分の名約を含う ・当奮べ滋の仕事を友違と協力しながら取り組む ・友遭と目的を共有し．互いの思いや書えを
学校のきまりを守って活動する ・友連の頑張りを認めたり．友連を助けたりする II 伝え合いながらは動する
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スタートカリキュラム

1年生の主体性が
発揮される環境構
成となっていないの
ではないか。

ポイント
○環境構成は児童の安心につながっていたり、多様性を考慮されていたりして
いるか？

１年生の活躍の場を
奪っていたり、型に
はめる指導となって
いないだろうか。

２ 県主催 架け橋期のカリキュラム開発会議
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どの市町においても工夫を凝らして実践を通した研修が実施され
ており、「子供の姿」を基に取組を振り返り、架け橋期のカリキュ
ラムの改善につなげている。

２ 市町主催 幼保小連携協議会・合同研修会

呉市 竹原市 安芸高田市 庄原市

理念と記述と実践の往還



幼保小の連携・接続の取組を各園・所及び学校が自走して行えるよう、
市が長期的な計画の基、毎年ステップアップしながら推進を図っている。

竹原市（令和４年度から事業受託）

R４
R５

Ｒ６

中学校区ごと
に各自研修を
計画・実施

Ｒ７

幼保小連携推進
協議会を設置れ

相互理解研修の
充実

ブロックごとの
幼保小連携教育
研修の実施

ブロックごとの
幼保小連携教育
研修の自走

２ 竹原市の幼保小連携・接続に向けた体制整備
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竹原市

①改善に繋がった取組内容
〇令和５年度 こども園と小学校が垣根を越えて連携し、
目的を共有して、環境や援助を工夫した交流活動を行っ
た。

タイトル：連携も改善も「やってみよう！楽しんで！！」

②気付いた改善点等

③カリキュラムの変容

こども園
・遊びの変化
・小学校生活への憧れ・見通し
・文字への関心・感覚、協同性
等１０の姿に関わる育ち

小学校
・言葉による伝え合
い等１０の姿の強化
・各教科で育みたい
資質・能力の育成

こども園
・大切にしたい重点項目を再確認
・子供の姿を１０の姿で整理することの必要性
・カリキュラムを通した育ちを保護者へ広げること
小学校
・発達を踏まえた支援の具体について理解を深めた
・共通認識をもって組織的に取組を進める必要性
・年間を通じた計画的な指導を充実させること

こども園
・アプローチカリキュラム内の園児の姿を１０の姿で見直す
・１０の姿に関わる掲示で子供の育ちを保護者と共有
小学校
・育ちを支える環境や援助等を教職員・６年生と共有
・資質・能力や経験をつなぐ視点を大切にした合科的・関
連的な指導による単元計画の立案とカリキュラムへの反映

２ 竹原市の架け橋期のカリキュラム改善の実際

園ての遊び
こュこあそび

頂 q ~ 10月 かるたづくり

だれの足跡
かな？

紅

なにおばけ
かな？

ハロウィン
... キ ... し．っ、．

10~ 1 2月

発表会
おばけの劇

直

活動名「なかよし
さいこう きらき
ら ば一てい」を
しよう！

なかよしかがやきパーティ① なかよしかがやきパーティ②
ー・―-'

小学校との

交流



園・所で育まれた資質・能力
が明確になることで・・・

２ 竹原市の架け橋期のカリキュラム改善の実際

１０の姿

ア

ア

イ

・思いを伝えたり、質問したりする。 ケ

・ごっこ遊びを通していろいろな仕事や
お金の仕組みに気付く。

オ

・話す人の方を見て聞き取ろうとする。 カ

カ

・生き物の観察や飼育に関心をもって取
り組み、命の大切さに気付く。

キ

・菜園の収穫物の数を数え、数に興味
や関心をもつ。

ク

ク

コ

・共通の目的に向かって協力し、やり遂
げる。

ウ

エ

エ

・経験の喜びを分かち合う。 コ

○
○
〇
○

　
　
　
　
　

   　　　   竹原市立　たけの ども園　令和 年 月 日版

Ⅲ期(１月～３月） 幼児期の終わりまでに育って欲しい姿

各小学校に園児の様子を見に来てもらう（３学期）
幼保小連携教育研修会（年５～６回）
要録を基にした、園児の進学先との連携
竹原小学校の児童と交流

習慣や生活の中で

を楽しむ。
成感を味わう。
びを味わったりする。

○
○
○
○
○

一日の流れが分かり、自分で考えて行動する。
生活習慣が身に付き、身の回りのことを自分でする。
友達と一緒に思いきり身体を動かして戸外遊びを楽しむ。
自分の課題に挑戦し、達成感や充実感を味わう。
一定の時間内で食べることを意識しながら友達と一緒に楽しく食べる。

・基本的な生活習慣を身に付ける。

・１日の時間の見通しをもって生活す
る。

を友達と体験する。

るように話す。
ぶ。
。

○

○

○
○

自然との関わりの中で驚きや発見を友達と共有し、確かめたり試したりす
る。
相手の話を聞き理解するとともに、自分の思いや考えを相手に分かるよう
に伝える。
友達とイメージを広げながら表現することを楽しむ。
文字や数に関心を高め、読んだり書いたりすることを楽しむ。

・着替えや整理整頓を最後まで自分で
する。

しむ。
わう。

○
○
○

友達と思いを伝え合い、協力しながら遊びを進めていく喜びを味わう。
友達と同じ目的に向かって活動することを楽しむ。
身近な人に喜んで関わり、思いやりや親しみをもつ。

　 　 　 　
　 　 　
　

　 　
　
　 　

　 　 　 　
　 　　 　　

　　

　 　 　 　 　 　
　 　 　 ビー教室　

　 　 　 グ
　 　 　　 け号

　　 　　

・
・
・
・
・
・
・
・

始業式　・正月遊び 　・参観日　・節分豆まき　・誕生会
子育て支援活動　・英語で遊ぼう　・絵本貸出　
わかたけ号　　・お店やさんごっこ　・ひなまつり　
お別れ会　・クッキング　　　
サッカー,ラグビー教室　・卒園証書授与式　
修了式　・早寝,早起き、朝ご飯頑張り表　　
当番活動（三色ボード、台拭き、ゴミ集め等）
郵便ごっこ

・五感を使った遊びを通して感じたり、考
えたりする。

や関心、疑問をすぐに

ともに、必要なものを

切さを体験できる場

を工夫する。

○

○

○

○

郵便ごっこやすごろくなど、文字や数に興味関心をもつことができるように
用意する。
友達のよさや、一緒に乗り越えられたことなど、友達と活動する喜びや心
地よさなどが感じられるよう活動を振り返る場を設定する。
友達と相談したり試したりしながら遊べるように、材料や用具などを準備し
ておく。
活動の流れをイメージできるよう、タイムスケジュールを表示する。

・パズルを完成させたりブロックで自分
の想像するものを作ったりする。

・言葉を通じて想像したり、表現したりす
る楽しさを味わう。

・遊びの中でルールを守る。

・相談したり、互いに折り合いをつけたり
する。

　

　

生
活
す
る
力

学
ぶ
力

ラブルも増えてくる
解を求める。

たいのか、どのよう
喜び合う。

一緒に頑張ったりや

日常の言葉でのやり

○

○

○

○

就学に向けて、生活リズムを整えていくことの大切さを伝え、起床、就寝、
食事などの時間を見直し、規則正しい生活が送ることができるように協力
を求める。
日常の出来事や感じたことなどを、言葉で伝える喜びが感じられるような
時間や場を大切にしていくよう伝える。
就学に向け、園児の期待感や不安感を受け止め、安心して就学できるよ
うに園児への関わり方をともに考えていく。
絵本の読み聞かせでは、親子の触れ合いを深めながら、言葉の美しさや
楽しさが味わえるよう、親子で楽しむ体験を促していく。

集
団
の
力

児童がわくわくする合科的・
関連的な指導による単元計画
の立案

児童の実態に合った安心を醸
成する環境構成の工夫

アプローチカリキュラム スタートカリキュラム

１０の姿で整理することで、育み
たい資質・能力や活動のねらいが
明確に

学校教育目標

一
月 4

 
5
 

6
 

ア

生
活
す
る

カ

.,日の時間の見通しをもって生活す
る。

着替えや整理整頓を最後まで自分で
する。

・思いを伝えた見質問したりする。

ア

イ

入学当初の児堂の姿

0園所では 1日の時問の流
れの見通しをもって生活
していた。
0自分の思いを言葉で表現
しようとしている，
同じ園所の友達と、話し

合い協力し合いながら活
動している，
0生活集団、環境の広がり
や変化に期待や不安を抱
いている。

” 

てなかよくなるう」 暉 7広芯芸箔、んきに」

-----一 環
境
構
成
（
人

•
も
の
•
こ
と

等
）

震 ／

賓
心

・児垂と一緒に活動を楽しみ、

冒巳きさを［きこ：：9門ど：、9人担：r：で運
・整理整碩、 顧番、時間など、言葉や

ことで、流れや手顧が見通せるよう1-
・園所で親しんだ遊びができるよう

外遊びができるように遊び場を望
•なかよしタイムを行い、安心しで
・カリキュラムマネジメントを積
に合科的 • 関連的な指導を行 う ．
・児産の興味 • 関心、園所や他教程
教科や生活場面、次の学習に生力

定的な声掛けや必要に応じた個別の支援により信頼関係を築

を用いた視覚支援を儲に応じて行う
てが送れるようにする。（もの）

• 自分たち
わわせ、
（人）

・ペアやグ
士の関わ

• 生活科を l
増やしてl
・学校生活I
徐々に減
・学習の足i

ア
イ

ウ

エ

オ

鎚庫な心と体
自立心
協 同 性
遵徳性・規範意識の芽生え

社 会生活との関わり

カ

キ

ク

ケ

コ

思考力の芽生え
自然との関わり • 生命尊室
数 量 や 図形、襟識や文字などへの関心・感 覚
言 葉による伝え合い

豊 かな葱性と表現
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所
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織
と
の
一
家
庭
と

と
の
運
携

＿
這
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一
の
連
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' 、- ・-

・年長児と保護者、こども園の識員に運動会に参加・見学をしてもらう．
•各所属長等が互いの入学式、入園式に参加をする ．
・公開研究会に一ども園の腐員を招待する。
• 生活科の公園遊びの時に、こども園と運携し、一緒1こ遊ぷ．

一母項あ芳た百呻境寺す煮芍可汀万マフ、 酒互苅刃F可を百願てずるて＿＿＿＿＿＿六遠頑あ―方l
•なかよしタイムにうりぽうの会による餞み語りを取り入れる 。 ：・幼保小運i
・幼保/Jヽ連絡協謙会に向けての準傭をする。

・入学式、 学級懇談会で、 学校の教育活動やきまり等を伝え、共通理解を図る。 ：・ 学級通信・
・学級通信や懇談等で、児室の学習や生活の様子を伝え、保護者が安心感をもっことができるよ ：・「チャ レ:.
うにする。 ： するよ う1
・スタートカリキュラム通信を発行し、本年度の取組を紹介する。 ： 

・教材提示装置や電子黒板、タブレットなど ICT機器を活用する．



３ 自立的な教育・保育の質の向上を目指した「育みシート」の活用

・生活や遊びの中で見られる子供の姿を記載している。

・乳児版（０歳児～２歳児）・幼児版（３歳児～架け橋期）の２枚がある。

○「遊び 学び 育つひろしまっ子！」育みシート（通称「育みシート」）

1 聾讐〗ひろしま：ニニ知ンター
:---------, 
： 痴の ！ ： 特露 I 
r-------1 
• 躙わりの I 
9 '  
• ポイント I 
I--------.J 

0か月～5か月

運しく

心地よい関わりの中でゆったりと過ごす

•おむつ交換や衣阪の着脱など、大人の応答的な

関わりによって、清潔1こなる心地よさを感じる

身体を勲かす心地よさを需じる

・手足を動かす、頭を持ち上げる、動くものを
見つめるなどの自分の行為を、大人に応答
してもらうことで、身の周りの世界が広がる
楽しさを味わう

～ 
し ？i_」 様々なことに挑戟するが、 「自立」と「依存」が行きつ戻りつする 人に対する興味渾しみが増え、自分中心D主張をしt,Jjf.らも晨

i 血りの ！輝はうとしてしることを見守り、『やってみたい』という患いを支える 一人一人の畷駅環いを曼け心り、亀看との患し切違しゆ多鑽佑こ
， ポイント ＇ 
’--------J 

缶活習慣が少しずつ自立してくる 基本的な缶活習慣が身に付いてくる
・衣服の着脱食事｀排泄など｀自分でやってみようとしできた時は ・園生活⑰瓦れを瑕解し、自分のことができるようにな：

保育者に見てもらい、喜ぷ

金身を使って、より活丹に澄9苓
・戸外で走り回ったり、飛び跳ねたりなど、自分のやりたいことを見つけて、

できたことを喜ぶ

．＝輪車や固定遊具などを使った遊びを楽しむ

金身のパランス考とりながら澄ぶ
・友違や周りの人がしていることを見て、フープ、長縄、ボ

複雑な遊び,~組伐したり、一緒に楽しんだりする

自分と倍者の気持ちに気付く



○小学校教員を対象とした保育体験研修の実施

(1) 幼児教育長期派遣研修（H30～）

(３) ミドルリーダーのための園・所から学ぶ「遊びは学び」研修（R６～）

(２) 小学校初任者研修「園・所における保育体験」（R4～）
【対象】小学校教職経験１年目の教師 
【目的】園・所における子供の見取りや支援の在り方等を体感し、自身の

教育活動の充実につなげる。 
【内容】事前・事後研修、１日保育体験(施設長等の講話を含む。） 

３ 幼保小連携・接続の推進を担う人材の育成

【対象】小学校教職経験６年目以上の教師 
【目的】本県の幼児教育の推進や幼保小連携・接続の中核を担うことの

できる人材を育成する。 
【内容】派遣先の園・所において一年間業務を遂行することを通し、設定

した課題の研究を行う。 

【対象】小学校教職経験６年目以上の教師 
【目的】園・所で育まれた資質・能力を各教科等における学習に生かすた

めの指導の工夫や関わり等を実践するとともに、関係教職員に助
言・支援できる教師の育成を図る。 

【内容】事前・事後研修、一日保育体験（施設長等との子供理解を通して
接続に係る協議を含む。） 



４ 本県の幼保小連携・接続に係る体制整備

R3 R6

市町数 15市町 22市町

○市町の幼保小連携協議会の設置数（23市町中）

○接続期のカリキュラムを継続的に見直している市町（23市町中）

R3 R6

市町数 １市町 22市町

○園・所等で保育参観等の機会を設けている小学校の割合

※「令和6年度 広島県児童生徒学習意識等調査 学校質問調査」より

複数回設けている ７７．１％

１回設けている １９．１％

計 ９６．２％



○幼保小接続の取組を通して、自身の子供への関わりや指導方法に

変化があったと肯定的に回答した割合（委託自治体 5歳児・第1学年担任回答）

R4 R5

園・所等 ６７．３％ ７３．０％

小学校等 ８５．４％ ９２．２％

※文部科学省「幼保小の架け橋プログラム事業におけるアンケート調査結果」より

４ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化

【５歳児担任】
○自ら考え工夫して遊ぶことが、後に学習意欲に繋がることを意識して
保育を行うようになった。

○今のこの遊びや学びが小学校のこの教科につながるのだろうなというこ
とを意識しながら保育をするようになった。

【第１学年担任】
○幼保の先生方から児童一人一人の発達段階を聞いたことにより、どのよ
うに個別の指導や支援をしていけばよいか明確になった。

○幼保での経験とのつながりを意識した学級経営を行い、子供が安心して、
また自信をもって活動することができるように心がけた。



○幼保小の接続に取り組むことで改善された小学校の課題として次の項目

を選択した割合（委託自治体 小学校第１学年担任回答）

※文部科学省「令和５年幼保小の架け橋プログラム事業におけるアンケート調査結果」より

0.0 20.0 40.0

保護者からの苦情の軽減

児童の学力向上

登校渋りの児童の減少

児童同士のトラブルの軽減

特別な配慮を必要とする子どもへの支援の充実

クラスメイトと協働的に関わる児童の姿の増加

主体性を発揮する児童の姿の増加

円滑な学級経営（学校生活）のスタート

広島県 全国

４ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化

．
 

． 



○「幼保小の接続を見通した教育課程の実践を踏まえた改善に

取り組んでいる。」 ※「令和6年度広島県児童生徒学習意識等調査 学校質問調査」より

質の改善に向けて来年度の事業をブラッシュアップ！！
・園・所や学校の実情に応じた個別の支援
・幼保小接続の取組の好事例を収集、発信

４ 今後に向けて

園・所等と協働して改善に取り組んでいる ６９．７％

校内で改善に取り組んでいる ２４．９％

今年度改善に取り組む予定である ４．５％

改善には取り組んでいない ０．９％

架け橋期のカリキュラム開発会議メンバーの声
架け橋期のカリキュラムの改善は行えているが、目の前の子供の実態に

沿ったカリキュラムとなっているか、ねらいにつながる実践となっているか
という視点では、質に差がある。

I 

l 



ご静聴ありがとうございました

，
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